社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第8回理事会議事録
1、 開催日時　平成24年1月28日（土）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター3階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井（勉）

　　　　　　事務局長
　岡本

　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田

(総務委員会）鈴木(将)、櫻井(絢)、五十嵐
(総合相談委員会）森池

(独立型社会福祉士委員会)　川島

　　　　　　会員外理事
　川口、石川
委任状提出理事
　染野、丸、周藤
　　委任状提出会員外理事　池亀、石塚、西城
欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（1）公益法人事務担当者講習会報告

（2）各委員会報告事項に対する質疑

（3）議事　1．総会の代議員制導入について

2．社会福祉士ささえあい制度配分委員会について
3.その他
（4）その他

5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から開会挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· 議題

（1） 公益法人事務担当者講習会報告（参照資料　平成23年度公益法人事務担当者講習会）
· 議事1総会の代議員制導入についてと関連性があるため、あわせて報告する。
· 12月19日開催の講習会に岡本事務局長、事務局の峰島が参加した。

· 講習会によると千葉県へ一般社団への移行を申請してから、審議会の諮問結果でるまで概ね6ヶ月かかる。
· 申請の期限である平成25年11月について、移行完了をこの期日までにするのではなく、申請書類提出の期日である。
· 千葉会は、平成24年度中の移行申請を目指し、現在、委託先の会計士へ申請手続きにかかる料金の見積もりを依頼している。（公益社団移行を検討していた際、見積もりしてもらった際は100万円ほどであった。）

· 千葉県への申請が通り、認定証が交付されると、2週間以内に法務局へ移行登記をする必要がある。
· 年度の切替にあわせて4月1日に法人移行ができないか尋ねたところ、先に諮問を受けておいて、その際に3月下旬に認定証交付の依頼をすれば可能であるとのこと。
· 一般社団へ移行した場合、役員の選出方法が変わる。例えば、総会において1名ずつ信任投票となるなど。
· また、日本会の連合体移行に関連し、会員の懲戒は、会員が都道府県のみに加入するという資格に変わるため千葉会が処分をすることとなる。（今までは日本会が行っていた）
· その際、個人情報の観点から正会員全員に懲戒案件を知らせ処分の決をとることは難しい。

· こういった手続きを円滑に進めるため、移行前に代議員制を導入する必要があると考える。（参照資料　P12～P10）
· 代議員の定数だが、会員50名に対し1名とし（現時点正会員総数1199名なので約24名）、地域集会の地区割りごとに代議員を選出するのはいかがか。（参照資料　P20）

· また、総会前に地域集会は開催していただき、代議員が会員の声を聞くことが可能ではないか。

· 地区集会は、会員が開催しやすい地区サイズにしているので、それをそのまま代議員の選出地区にするのは問題あるのではないか。また、地区集会として動きがない地域もある。地区集会の目的は会員同士のつながりをもつことであるし、地区割りから代議員を選出した場合、地区代表のような感じとなってしまい、責任過多になるのでは。
· 会員50名に対して1名の定数では、会員の会の活動に対する関心がさらに薄れる恐れがある。もう少し人数を増やしてはどうか。
· 例えば、地区割りの定数+1名にする、または、50名に対して1名を下回らない人数として最小人数だけを決めておく等。

· 一般社団へ移行した場合、理事は理事会への出席義務が伴うが、代議員は欠席する場合は書面表決の提出でも議決が可能。

· 代議員は理事会からの選任はできないため、代議員制が導入された場合は立候補募集し選挙を行う。

· 選挙をおこなう場合、現在の選挙管理委員会が継続しておこなっていただく承諾を得ている。

· 代議員の任期は2年。

· 意見をとりまとめ、地区割りの設定や人数は要検討。

· 代議員制の導入について総会へ提案（定款の変更）について承認を求める→承認

（2） 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
1.事務局報告について追加報告
・オストミー協会から講師依頼があった。オストメイトの社会保障ということで、MSW協会へ講師を紹介いただけないか打診中。
（３）議事
1. 総会の代議員制導入について→承認

・（1）公益法人事務担当者講習会報告とあわせて報告

2．社会福祉士ささえあい制度配分委員会について・・承認
・　総会資料の発送とあわせ、負担金および寄付金の納付書を会員に送付済み。

· 準備会は終了となり、社会福祉士ささえあい制度配分委員会として今後動いていく。
· 委員会では、各委員会から委員1名選出をお願いする（全6名）

· 準備会は終了となったが、準備会が議論した事項や予定していたスケジュールは継続していく。
· 社会福祉士ささえあい制度配分委員会で決定した事項は、理事会の承認を得ることとなる。
· 今後の委員会のスケジュールとして、3月中に23年分負担金（寄付金）納入完了、4月に委員会の開催、その後配分内訳を決定、年度の早いうちに対象者へ配分を行う。

3.その他　選挙管理委員会報告事項（参照　役員および代議員選挙の実施について）
・　役員（理事）立候補の結果、定数を下回っているため、選挙実施はなく、全員当選。
· 会員外理事は従来の弁護士会、司法書士会、経営者協会から推薦いただくことと、PSW協会から推薦していただくことを予定としている。

· MSW協会から推薦していただいている西城先生は、社会福祉士会の会員であるため会員理事としている。
（4）その他

· 目黒副会長より　2月25日社会福祉士ネットワーク・ヒューマンレインボーがセミナーを開催。ホームーページで会員へ周知予定。
· 神山会長より　当選した次期の理事へ次回の理事会の傍聴のご案内をする。
